
まちの話題

「
医
療
・
介
護
職
向
け

専
門
研
修
会
」
を
開
催

10
月
8
日
、
市
役
所
1
階
多
目

的
ホ
ー
ル
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
形
式
で
、「
医
療
・
介
護
職
向
け

専
門
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
坂
東
市
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
推
進
協
議
会
と
坂
東
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
共
催
で
、
市
内
の
医

療
機
関
や
介
護
施
設
等
の
職
員
78

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
ホ
ス
ピ
タ
ル
坂
東

の
精
神
科
医
師
で
あ
る
久
永
明
人

氏
か
ら
認
知
症
の
初
期
集
中
支
援

や
新
薬
の
レ
カ
ネ
マ
ブ
等
に
つ
い
て
、

筑
波
大
学
附
属
病
院
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
の
精
神
保
健
福
祉

士
で
あ
る
江
湖
山
さ
お
り
氏
か
ら

医
療
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
講
話

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
明
日
か
ら

業
務
に
役
立
て

ら
れ
る
情
報
を

学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
わ
か
り
や

す
く
大
変
参

考
に
な
っ
た
」

等
の
意
見
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

小
学
生
と
地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

「
お
い
ご
コ
ス
モ
ス
街
道
」
が
開
催

11
月
1
日
、
借
宿
生
子
地
区
農
村

保
全
協
議
会
が
保
全
管
理
す
る
畑
地

帯
の
コ
ス
モ
ス
街
道
で
、
生
子
菅
小

学
校
の
全
校
児
童
や
地
域
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
、「
地
域
の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ

ン
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
借
宿
生
子
地

区
農
村
保
全
協
議
会
と
生
子
菅
分
館

の
連
携
に
よ
る
開
催
。
ま
た
、
今
年

度
ス
タ
ー
ト
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」
の
地
域
学
校
協
働
活
動

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ス

モ
ス
の
観
賞
と
摘
み
取
り
だ
け
で
な

く
、
猿
島
ば
や
し
の
演
奏
や
シ
ャ
ボ

ン
玉
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行
わ
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
笑
顔
で
楽
し
み
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
登
下
校
中
の
安
全
確
保
を

行
う
「
見
守
り
隊
」
の
皆
さ
ん
等
に

コ
ス
モ
ス
の
花
束
の
贈
呈
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
地
域
の
交
流
が
さ
ら
に
深

ま
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
コ
ス
モ
ス
街
道
に
来
て
、
実
際
に

猿
島
ば
や
し
の
演
奏
を
聞
い
て
、
シ
ャ
ボ
ン
玉

体
験
が
で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

コ
ス
モ
ス
の
花
言
葉
は
「
調
和
」。
子
ど
も

た
ち
や
地
域
の
た
め
、
今
後
も
各
団
体
や
地

域
住
民
と
協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

生
子
菅
小
学
校

6
年
生

宇
土
イ
ザ
ケ
隆
一
さ
ん

生
子
菅
分
館

分
館
長

青
木
亨
さ
ん

▼
警
察
官
を
名
乗
る
者
で
あ
っ
て
も
、お
金
の
話
が
で
た
ら
、一
旦
電
話
を
切
り
、最
寄
り
の
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
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